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Linux基礎(Windows版)

東京大学大学院農学生命科学研究科
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2025.05.21版 バイオインフォマティクス分野で開
発・提供されているプログラムの多く
は、Linux環境で動かすことを前提と
しています。ここでは、Linuxの1つで
あるUbuntuのインストールと、Linux
環境の基本的な利用法を紹介します。
Windows 11およびChromeで動作確認し
ています。
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はじめに 1

3

①Linux(りなっくす)とは、Windowsや
Macのようなオペレーティングシステ
ム(OS)の1つです。Windowsでは、コマ
ンドプロンプトで独特なコマンドを打
ち込むことがあります。Linuxも、基
本的に専用のLinuxコマンドを打ち込
んで解析を進めていきます。そのため、
最初はコマンドを覚えるのが大変です
が、慣れると非常に効率よく解析を行
うことができるメリットがあります。
実際、多くのバイオインフォマティ
シャンはLinuxを使いこなしています。

①



はじめに 2

4

Windowsに10や11が、そしてMacには
macOS VenturaやSonomaといった派生
版が存在します。これと同様に、②
LinuxにもDebianやRed Hatなどいくつ
かの派生版があります。ここでは、初
心者向けとして有名な③Ubuntuのイン
ストールから、Linuxの基本的な利用
法を示します。③をクリック。

②
③



はじめに 3

5

④Ubuntuは、Linuxディストリビュー
ションの1つです。細かいことは気に
しなくてもよいですが、重要なのは
Windows上でLinuxを動かす仕組みが
WSLであり、実際にインストールして
利用するのはUbuntuだという関係性を
理解していればよいです。ちなみに
Macにはターミナルというソフトウェ
アがありますが、それがUbuntuに相当
します。

④
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Ubuntuのインストール 1

7

Windowsのスタートメニュー上で、①
「コマンドプロンプト」で検索し、②
「管理者として実行」をクリック。

①

②



Ubuntuのインストール 2

8

Windowsのスタートメニュー上で、①
「コマンドプロンプト」で検索し、②
「管理者として実行」をクリック。コ
マンドプロンプト起動後の状態。③の
部分が「管理者」となっていればOK。

③



Ubuntuのインストール 3

9

Windowsのスタートメニュー上で、①
「コマンドプロンプト」で検索し、②
「管理者として実行」をクリック。コ
マンドプロンプト起動後の状態。③の
部分が「管理者」となっていればOK。
④「wsl --install -d Ubuntu」と打
ち込んでリターン。

④



Ubuntuのインストール 4

10

Windowsのスタートメニュー上で、①
「コマンドプロンプト」で検索し、②
「管理者として実行」をクリック。コ
マンドプロンプト起動後の状態。③の
部分が「管理者」となっていればOK。
④「wsl --install -d Ubuntu」と打
ち込んでリターン。インストール開始。



Ubuntuのインストール 5

11

Windowsのスタートメニュー上で、①
「コマンドプロンプト」で検索し、②
「管理者として実行」をクリック。コ
マンドプロンプト起動後の状態。③の
部分が「管理者」となっていればOK。
④「wsl --install -d Ubuntu」と打
ち込んでリターン。インストール開始。
インストール進行中。



Ubuntuのインストール 6

12

インストール完了後の状態。①のよう
なウィンドウも表示されると思います。

①



Ubuntuのインストール 7

13

②

③

インストール完了後の状態。①のよう
なウィンドウも表示されると思います。 
②や③より、インストールが成功して
いると判断します。
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Ubuntuの初期設定 1

15

先ほどのコマンドプロンプト画面を再
掲。



Ubuntuの初期設定 2

16

先ほどのコマンドプロンプト画面を再
掲。Ubuntuの起動は、①を②のように
コピペ実行します。

①

②



Ubuntuの初期設定 3

17

ユーザ名kadotaでログインしているPC
の場合は、③のように見えます。ここ
では、「WSLという仕組みを通じて
Windows内で動かすLinux環境の実体の
1つであるUbuntu」において、どのよ
うなユーザ名にするかを入力するよう
に促されています。これは今ログイン
中のWindowsと同じユーザ名（この場
合はkadota）でもよいですし、独立に
別のユーザ名にしてもよいです。

③



Ubuntuの初期設定 4

18

ユーザ名kadotaでログインしているPC
の場合は、③のように見えます。ここ
では、「WSLという仕組みを通じて
Windows内で動かすLinux環境の実体の
1つであるUbuntu」において、どのよ
うなユーザ名にするかを入力するよう
に促されています。これは今ログイン
中のWindowsと同じユーザ名（この場
合はkadota）でもよいですし、独立に
別のユーザ名にしてもよいです。ここ
では④agribioというユーザ名にして
みます。

④



Ubuntuの初期設定 5

19

ユーザ名kadotaでログインしているPC
の場合は、③のように見えます。ここ
では、「WSLという仕組みを通じて
Windows内で動かすLinux環境の実体の
1つであるUbuntu」において、どのよ
うなユーザ名にするかを入力するよう
に促されています。これは今ログイン
中のWindowsと同じユーザ名（この場
合はkadota）でもよいですし、独立に
別のユーザ名にしてもよいです。ここ
では④agribioというユーザ名にして
みます。⑤パスワードも任意に設定し
ます。

⑤



Ubuntuの初期設定 6

20

ユーザ名kadotaでログインしているPC
の場合は、③のように見えます。ここ
では、「WSLという仕組みを通じて
Windows内で動かすLinux環境の実体の
1つであるUbuntu」において、どのよ
うなユーザ名にするかを入力するよう
に促されています。これは今ログイン
中のWindowsと同じユーザ名（この場
合はkadota）でもよいですし、独立に
別のユーザ名にしてもよいです。ここ
では④agribioというユーザ名にして
みます。⑤パスワードも任意に設定し
ます。⑥パスワードを再度入力して確
定させます。

⑥



Ubuntuの初期設定 7

21

赤枠のようなメッセージが表示されれ
ばOKです。



Ubuntuの初期設定 8

22

赤枠のようなメッセージが表示されれ
ばOKです。①が先ほど入力した任意の
ユーザ名（この場合はagribio）、②
はWindowsのログインユーザ名（この
場合はkadota）が含まれるなど、ヒト
それぞれです。

① ②



Ubuntuの初期設定 9

23

ちなみに、③に相当する場所は、エク
スプローラーから辿れる④と同じです。

③

参考

④



Ubuntuの初期設定 10

24

ちなみに、③に相当する場所は、エク
スプローラーから辿れる④と同じです。
④の赤枠内で見られるフォルダやファ
イルは、Ubuntu上でも見られます。今
は⑤agribioというユーザ名でUbuntu
を起動している状態なので、Linuxコ
マンドの、⑥lsを利用可能です。

参考

④

⑤

⑥



Ubuntuの初期設定 11

25

今いる場所のファイルやフォルダをリ
ストアップするlsコマンドの実行結果。
画面がざっと流れますが、確かに同じ
ようなものが見えています。

参考

④



Ubuntuの初期設定 12

26

このウィンドウは元々はコマンドプロ
ンプトでした。Ubuntuからコマンドプ
ロンプトに戻りたい場合は、①exit。

参考

①



Ubuntuの初期設定 13

27

このウィンドウは元々はコマンドプロ
ンプトでした。Ubuntuからコマンドプ
ロンプトに戻りたい場合は、①exit。
実行結果。

参考

①



Ubuntuの初期設定 14

28

このウィンドウは元々はコマンドプロ
ンプトでした。Ubuntuからコマンドプ
ロンプトに戻りたい場合は、①exit。
実行結果。確かにUbuntuから②ログア
ウトし、③コマンドプロンプトに戻っ
て、④入力待ち状態になっています。

参考

②

④

③



Ubuntuの初期設定 15

29

コマンドプロンプトの終了は、④exit
でも、⑤×でもよいです。Ubuntuの終
了も、⑤×でよいです。

④

⑤
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Ubuntuの起動と終了 1

31

Windowsのスタートメニュー上で、①
「Ubuntu」で検索し、②管理者として
実行。

①

②



Ubuntuの起動と終了 2

32

起動後は、いずれかの画面が見えれば
OKです。①の部分はヒトそれぞれ。②
×ボタンで終了です。

①

①

②

②



Ubuntuの起動と終了 3

33

起動の仕方によっては、このように見
えることもあるかもしれませんが、①
のようなのが見えていればOKです。

①
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lsとpwdコマンド 1

35

基本的にはLinuxコマンドを駆使して
様々な作業を行っていくことになりま
す。それゆえ、Linuxコマンドをある
程度使いこなす必要があります。



lsとpwdコマンド 2

36

基本的にはLinuxコマンドを駆使して
様々な作業を行っていくことになりま
す。それゆえ、Linuxコマンドをある
程度使いこなす必要があります。例え
ば、①ls（えるえす）は、今いる場所
のファイルやフォルダをリストアップ
するコマンドです。何も表示されてい
ないので、何もないのだと解釈します。

①



lsとpwdコマンド 3

37

基本的にはLinuxコマンドを駆使して
様々な作業を行っていくことになりま
す。それゆえ、Linuxコマンドをある
程度使いこなす必要があります。例え
ば、①ls（えるえす）は、今いる場所
のファイルやフォルダをリストアップ
するコマンドです。何も表示されてい
ないので、何もないのだと解釈します。
次に、「今自分はどこで作業をしてい
るのか?」を表示させるのが②pwdコマ
ンドです。これはprint working
directoryの略です。この場合は、
「/home/agribio」となっていること
が分かります。agribioの部分は先ほ
ど自分で作成したユーザ名に相当する
ものなので、ヒトそれぞれです。

②



lsとpwdコマンド 4

38

③この場所は、Ubuntu起動直後のデ
フォルトのフォルダ(Linuxの世界では
ディレクトリ)であり、「ホームディ
レクトリ」と呼ばれる場所になります。

③
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Windowsのエクスプローラで… 1

40

①の場所へのアクセス法です。まず、
赤枠のエクスプローラを開きます。

①



Windowsのエクスプローラで… 2

41

①の場所へのアクセス法です。まず、
赤枠のエクスプローラを開きます。②
のアドレスバーに…

②



Windowsのエクスプローラで… 3

42

①の場所へのアクセス法です。まず、
赤枠のエクスプローラを開きます。②
のアドレスバーに、③「¥¥wsl$」と打
ち込んでリターン。

③



Windowsのエクスプローラで… 4

43

④

①の場所へのアクセス法です。まず、
赤枠のエクスプローラを開きます。②
のアドレスバーに、③「¥¥wsl$」と打
ち込んでリターン。すぐにこんな感じ
になり、④Ubuntuというフォルダが見
られるようになります。④をダブルク
リック。



Windowsのエクスプローラで… 5

44

こんな感じになります。⑤で見えてい
るhomeフォルダが、⑥に対応します。
⑤をダブルクリック。

⑥

⑤



Windowsのエクスプローラで… 6

45

⑧

⑦

こんな感じになり、⑦agribioフォル
ダが見られます。これが⑧に対応し、
agribioというユーザのホームディレ
クトリです。⑦をダブルクリック。



Windowsのエクスプローラで… 7

46

⑨

こんな感じになり、⑦agribioフォル
ダが見られます。これが⑧に対応し、
agribioというユーザのホームディレ
クトリです。⑦をダブルクリック。こ
んな感じになり、⑨.(どっと)から始
まる隠しフォルダやファイルが存在す
ることがわかります。



Windowsのエクスプローラで… 8

47

⑩

⑨

このホームディレクトリ上に、
⑨.(どっと)から始まる隠しフォルダ
やファイル以外のファイルをおいてみ
ましょう。ここでは、⑩genome1.pdf
をおいてみました。



Windowsのエクスプローラで… 9

48

⑪

⑩

このホームディレクトリ上に、
⑨.(どっと)から始まる隠しフォルダ
やファイル以外のファイルをおいてみ
ましょう。ここでは、⑩genome1.pdf
をおいてみました。この状態で、今い
る場所のファイルやフォルダを表示す
る、⑪lsコマンドを再度実行。確かに
⑩と同じgenome1.pdfが見えています。
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上下矢印キーで… 1

50

ここまで、「ls, pwd, ls」の順で3つ
のコマンドを打ちました。この程度で
あれば直打ちで十分ですが、実際の解
析では非常に長いコマンドを打つこと
もあり、打ち損じでエラーが出ること
もあります。そのため、「キーボード
の上矢印キーを押して、以前打ち込ん
だコマンドを再表示させて実行する」
テクニックがよく使われます。



上下矢印キーで… 2

51

ここまで、「ls, pwd, ls」の順で3つ
のコマンドを打ちました。この程度で
あれば直打ちで十分ですが、実際の解
析では非常に長いコマンドを打つこと
もあり、打ち損じでエラーが出ること
もあります。そのため、「キーボード
の上矢印キーを押して、以前打ち込ん
だコマンドを再表示させて実行する」
テクニックがよく使われます。例えば
上矢印キーを1回押すと、①の部分に、
直前に実行した②のlsが表示されます。

①

②



上下矢印キーで… 3

52

ここまで、「ls, pwd, ls」の順で3つ
のコマンドを打ちました。この程度で
あれば直打ちで十分ですが、実際の解
析では非常に長いコマンドを打つこと
もあり、打ち損じでエラーが出ること
もあります。そのため、「キーボード
の上矢印キーを押して、以前打ち込ん
だコマンドを再表示させて実行する」
テクニックがよく使われます。例えば
上矢印キーを1回押すと、①の部分に、
直前に実行した②のlsが表示されます。
上矢印キーをもう1回押すと、①の部
分に、③のpwdが表示されます。

①

③



上下矢印キーで… 4

53

ここまで、「ls, pwd, ls」の順で3つ
のコマンドを打ちました。この程度で
あれば直打ちで十分ですが、実際の解
析では非常に長いコマンドを打つこと
もあり、打ち損じでエラーが出ること
もあります。そのため、「キーボード
の上矢印キーを押して、以前打ち込ん
だコマンドを再表示させて実行する」
テクニックがよく使われます。例えば
上矢印キーを1回押すと、①の部分に、
直前に実行した②のlsが表示されます。
上矢印キーをもう1回押すと、①の部
分に、③のpwdが表示されます。上矢
印キーをさらにもう1回押すと、①の
部分に、④のlsが表示されます。行き
過ぎたら、下矢印キーを押せばよいで
す。

①

④
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赤枠のウィンドウ全体をターミナルと
か端末といいます。ここに多数のファ
イルを表示させたり、多数のコマンド
を打ち込んでいくと、だんだん全体が
見づらくなってきます。このとき、
ターミナル画面全体を一旦クリアすべ
く、①clearコマンドがよく実行され
ます(Ctrl + LキーでもOK)。

①
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赤枠のウィンドウ全体をターミナルと
か端末といいます。ここに多数のファ
イルを表示させたり、多数のコマンド
を打ち込んでいくと、だんだん全体が
見づらくなってきます。このとき、
ターミナル画面全体を一旦クリアすべ
く、①clearコマンドがよく実行され
ます(Ctrl + LキーでもOK)。実行後の
状態。こんな感じになればOKです。以
後は、特に断りなく適宜clearコマン
ドを実行します。
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①

②

ターミナル画面は、①pwdとlsの実行
結果を表示。エクスプローラのほうも
現在のディレクトリ(カレントディレ
クトリといいます)は、②ホームディ
レクトリになっています。
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③

③

④

ターミナル画面は、①pwdとlsの実行
結果を表示。エクスプローラのほうも
現在のディレクトリ(カレントディレ
クトリといいます)は、②ホームディ
レクトリになっています。lsコマンド
で実際にターミナル画面に表示されて
いるのは③genome1.pdfのみであり、
④の隠しフォルダやファイルは表示さ
れていないことがわかります。
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⑤

多くのLinuxコマンドにはオプション
があります。例えば、lsにはaオプ
ションやl(える)オプションがあり、
併用もできます。⑤「ls -a」は、aオ
プションの使用例です。aはallの略で
あり、隠しファイルを含む全てのディ
レクトリやファイルを表示するための
オプションです。
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実行結果。確かに③通常のファイルも、
④隠しファイルも全て表示されている
ことがわかります。

③

④
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次は、⑥「ls -l」。「えるえす、ス
ペース、ハイフン、える」です。lは、
longの略で、より長い情報(詳細な情
報)を得たい場合によく利用します。

⑥
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⑧

次は、⑥「ls -l」。「えるえす、ス
ペース、ハイフン、える」です。lは、
longの略で、より長い情報(詳細な情
報)を得たい場合によく利用します。
確かに、エクスプローラで見えている
⑦更新日時とファイルサイズの情報は、
⑧の情報とよく似ていることがわかり
ます。

⑦
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次は、⑥「ls -l」。「えるえす、ス
ペース、ハイフン、える」です。lは、
longの略で、より長い情報(詳細な情
報)を得たい場合によく利用します。
確かに、エクスプローラで見えている
⑦更新日時とファイルサイズの情報は、
⑧の情報とよく似ていることがわかり
ます。⑨のようにlとaオプションを併
用することで、隠しファイルの詳細な
情報も同時に表示させることができま
す。オプションの順番は気にする必要
はなく、「ls -al」でもかまいません。

⑨
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さきほどの①「ls -la」実行結果の続
き。②のあたりの話をします。

②

①
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さきほどの①「ls -la」実行結果の続
き。②のあたりの話をします。
③.(どっと)は、現在のディレクトリ
(つまりカレントディレクトリ)のこと
です。

③
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④

⑤

ここはagribioさんのホームディレク
トリなので、④1番左がディレクトリ
(directory)を意味するdに、そして⑤
の部分がagribioになっていると解釈
すればよいです。
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⑥..(どっとどっと)は、1つ上のディ
レクトリのことです。この場合は、⑦
homeという名前のディレクトリのこと
です。

⑥

⑦

⑦
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⑦

⑦

⑧

⑥..(どっとどっと)は、1つ上のディ
レクトリのことです。この場合は、⑦
homeという名前のディレクトリのこと
です。作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)を⑦の1つ上のディレク
トリに変更(change directory)したい
場合は、⑧「cd ..」(しーでぃー、ス
ペース、どっと、どっと)。
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⑪

⑩ ⑨

⑥..(どっとどっと)は、1つ上のディ
レクトリのことです。この場合は、⑦
homeという名前のディレクトリのこと
です。作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)を⑦の1つ上のディレク
トリに変更(change directory)したい
場合は、⑧「cd ..」(しーでぃー、ス
ペース、どっと、どっと)。⑨agribio
から、1つ上の⑩/homeに移動している
ので、⑪/homeという表示になったの
だと解釈すればよいです。
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⑫

⑫

⑫

⑥..(どっとどっと)は、1つ上のディ
レクトリのことです。この場合は、⑦
homeという名前のディレクトリのこと
です。作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)を⑦の1つ上のディレク
トリに変更(change directory)したい
場合は、⑧「cd ..」(しーでぃー、ス
ペース、どっと、どっと)。⑨agribio
から、1つ上の⑩/homeに移動している
ので、⑪/homeという表示になったの
だと解釈すればよいです。また、これ
までずっと見えていた⑫~(ちるだ)は、
agribioさんのホームディレクトリ(つ
まり/home/agribio)に相当するもので
す。
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この場所(/home)で、①ls。/home直下
にはagribioというディレクトリしか
存在しないので、表示結果として
agribioしか見られないのは妥当です。

①
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現在の作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)は、/home。この場所
(つまり.)のエクスプローラを開きた
い場合は「explorer.exe .」。
explorer.exeがコマンドで、その後に
ある.が開く場所の情報に相当します。

①
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①

現在の作業ディレクトリ(カレント
ディレクトリ)は、/home。この場所
(つまり.)のエクスプローラを開きた
い場合は「explorer.exe .」。
explorer.exeがコマンドで、その後に
ある.が開く場所の情報に相当します。
すぐに赤枠で示すような新規エクスプ
ローラが開きます。もちろん、前述の
「¥¥wsl$」経由でもOKです。
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ここまではWindowsのエクスプローラ
経由で、Linux側の任意の場所を眺め
る手段を説明してきました。次は、
Linux側からWindowsの任意のフォルダ
にアクセスする手段を解説します。
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ここでは、Windowsの一番大元といっ
てよい①Cドライブへのアクセス方法
を示します。このPC環境では、赤枠の
場所になります。

①
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②

ここでは、Windowsの一番大元といっ
てよい①Cドライブへのアクセス方法
を示します。このPC環境では、赤枠の
場所になります。ここでは②/homeに
なっていますが、Linux側の現在の
ディレクトリ(カレントディレクトリ)
はどこでもよいです。
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③

④

ここでは、Windowsの一番大元といっ
てよい①Cドライブへのアクセス方法
を示します。このPC環境では、赤枠の
場所になります。ここでは②/homeに
なっていますが、Linux側の現在の
ディレクトリ(カレントディレクトリ)
はどこでもよいです。打ち込むのは、
③「cd /mnt/c」。CドライブのCは大
文字ですが、小文字のcにするのがポ
イントです。実行後に、確かにカレン
トディレクトリが④/mnt/cに変更され
ているのがわかります。
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⑤lsで中身をリストアップ。見え方は
ヒトそれぞれです。

⑤
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⑤lsで中身をリストアップ。見え方は
ヒトそれぞれです。赤枠内が表示結果。
⑥上部にPermission denied(許可が与
えられていない)というメッセージが
ありますが、気にしなくてよいです。

⑥
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①

Linux側で見えている左側の赤枠内と、
①エクスプローラで見えている右側の
赤枠内が完全に対応しているわけでは
ありませんが、右側で見えているもの
は全て左側でも見られます。
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多くのヒトは、②ユーザーフォルダに
普段利用するファイルを置いていると
思いますが、それは③Usersディレク
トリに対応します。

③

②
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多くのヒトは、②ユーザーフォルダに
普段利用するファイルを置いていると
思いますが、それは③Usersディレク
トリに対応します。Usersディレクト
リに移動して中身を表示すべく、④
「cd Users」と「ls」を実行。表示結
果はヒトそれぞれ。

④
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⑤の表示結果の中に、⑥エクスプロー
ラで見えている2つのフォルダ(kadota
とPublic)が確かに存在することがわ
かります。こんな感じで任意のフォル
ダに移動していけばよいです。

⑤

⑥
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